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概 要

セ ッシ ョン1で は以下の報告が行われた。イア ン ・スコガー ド 「語 るデ ィ

アスポラ:異 文化問の比較」 は、 まず、デ ィアスポ ラ個 々の差異 をどのよ う

にモデル化す るか とい う問題 に対 して 、Vbigt-Gratの 理 論 に従 って、「文化

的淵源」 「デ ィアスポ ラの結節点」 「新たな中心点」 「移民の流れ」 「国境 を越

えた人 口移動」 などの タームを用い、 アルメニア ン ・デ ィアスポ ラとコ リア

ン ・デ ィアスポラのマ ッピングを行 った。そ して、デ ィアスポラ間の差異 を

認識す ることが まさにデ ィアスポ ラとしての自意識 を生 み出す として、コ リ

アン ・ディァスポ ラの ケースについて 「ア ンニ ョン ・キムチ」 とい う映画 に

現れ たアイデ ンテ ィテ ィの葛藤 を通 じて説明 を行 った。

エ ドワー ド ・チ ャン 「コリア ン ・デ ィアスポラとアジア系米国人の理論的

再検討 」は、 アジア系米 国人研究の一環 と して行われ て きた初 期(1960年

代)の コリア系米国人研究の枠組みの克服 を提唱 した。グローバ リゼーシ ョ

ンの進行 しつつ ある今 日、 コ リア系米国人の研究 は、世界各 国の事例 を考慮

した 「デ ィァスポ ラ」の視角 を備 えなければ成立 しがた くなった。 この よう

なパ ラダイムの シフ トは コ リア系米国人研究 のコ リアンスタデ ィーズへの接

近 も不可避 的に もた らす と論ずる。

チ ャールズ ・リリー 「米 国におけるコ リア ン ・デ ィアスポ ラとセネガル人

デ ィアスポ ラー アイデ ンテ ィテ ィ形 成 にお け る宗 教の役割 」 は、20世 紀 初

頭 に形成 されは じめた米 国にお ける朝鮮人の デ ィアスポ ラ と1920年 代 にハ

ーレムに移民 したセネガル人のデ ィアスポラを比較対照 した試みで ある
。両

移民集団のバ ックボー ンには、コ リア ンの東学、 セネガル人の イスラム教 と

い う民族主義的 ・反帝 国主義的宗教 が存在 してい た。 しか し、 コ リア ン ・デ

ィアスポ ラでは東学 は衰 退 し、プロテスタンティズ ムが根 を下 ろし、ひいて

はその ことがホス ト社会 と同化する条件 を与 え、居住地域 の郊外への拡大 を

もた らしたのに対 し、セネガル人 デ ィアスポ ラの場 合は ムス リムとしてのア

イデ ンテ ィテ ィを保持 していたが故 にホス ト社会ではマ イノ リテ ィー として

の位置 にと どま り都市居住 か らの広が りも持 たなかった、と され る。

尹麟鎭 「グローバル な観点 か ら見た コ リア ン ・デ ィアスポ ラ」 は、在外 コ

リアンの既 存研究 が各地域 ごとの個別研 究 に偏 って きた ことを指摘 した上

で、米 国 ・中国 ・日本 ・ロシア ・カナダを共通の変 数 を通 じて分析 しよ うと

した。その結果 、 もちろん程度 の差 はあるが、社会 的差別 を受けに くい都市

部での商業 に従事す る傾 向が強 いこと、子弟の教育へ の投 資に熱心で あるこ

と、エスニ ックアイデ ンテ ィテ ィが比較的維持 されてい ることなどの点 で、

各コ リアンデ ィアスポラに共通す る適応過程 を抽出 した。
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以上の四報告は、いずれも個別の地域のコリアン・デ ィアスポラに着目す

るよりは、地球的規模でそれらを比較対照しようという問題意識に貫かれて

いる。グローバ リゼーションの進行の中で個別の地域研究を超えたフレーム

ワークを提出しようとし、そのための理論的ツールがまさに 「ディアスポラ」

という概念であることを確認した。ただ、各報告に対する質問では しば しば、

どのような基準をもって比較を行うのか、選択 された基準の客観性は保証 さ

れているのかといった点が論点となった。ディアスポラという概念の可能性

とその実際の操作上の課題をあわせて示 したセッションとなったといえるだ

ろう。

(松田利彦)
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